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レーダー探査
特集号

▲地中レーダー探査機
三輪を持つ扁平な機体には、正確な位置情報

を得るためのＧＰＳとハンドルにはパソコン

を設置する。

▲レーダー探査の様子（令和 3 年 6 月 1 日）

探査機を操作する金田さんと職員。

▲現在の春日北小学校のグラウンド
小学校の周りでは、全国的に例を見ない

弥生時代の王族の墓地、当時最先端の青

銅器工房群、ガラス工房などが集中して

見つかっています。

←裏面につづく

世
紀
の
大
発
見
を
経
験
？

　

今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
、
素
晴
ら
し
い
遺
跡
が
発
見

さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
調
査
デ
ー
タ
は
金
田
さ
ん

に
よ
り
解
析
さ
れ
、
後
日
子
ど
も
達
に
知
ら
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　

最
終
的
に
は
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
ま
す
が
、

も
し
か
す
る
と
子
ど
も
達
は
世
紀
の
大
発
見
に
立
ち
会

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
春
日
市
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
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12
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
春
日
北
小
学
校
６
年
生
と

の
地
中
レ
ー
ダ
ー
探
査
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

春
日
北
小
学
校
の
地
下
に
あ
る
遺
跡
に
つ
い
て
推
理

し
ま
し
た
。

奈
良
文
化
財
研
究
所
と

春
日
北
小
学
校
が
夢
の
コ
ラ
ボ

　

過
去
数
回
に
わ
た
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
最
先
端

技
術
を
考
古
学
の
分
野
で
応
用
し
た
地
中
レ
ー
ダ
ー
探

査
。
こ
の
度
、
日
本
考
古
学
の
最
先
端
研
究
を
行
っ
て

い
る
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
金
田
明
大
さ
ん
と
春
日
北

小
学
校
の
６
年
生
が
タ
ッ
グ
を
組
み
春
日
北
小
学
校
の

地
下
に
残
る
遺
跡
の
謎
に
挑
み
ま
す
。

　

日
時
は
令
和
３
年
12
月
１
日
の
午
前
中
を
予
定
。
最

新
機
器
を
使
い
な
が
ら
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
調
査

し
ま
す
。

　

小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
、
大
変
重
要
な
遺
跡
が

埋
ま
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
ま
ず

は
地
中
レ
ー
ダ
ー
探
査
を
行
い
、
ど
こ
に
、
ど
ん
な
遺

跡
あ
る
の
か
を
調
べ
ま
す
。
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、

実
際
に
発
掘
調
査
を
行
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
地
中

レ
ー
ダ
ー
探
査
で
地
下
の
様
子
を
知
る
こ
と
は
、
そ
の

後
の
調
査
研
究
に
大
変
有
効
で
す
。

　

ま
ず
、
今
回
の
調
査
は
、
グ
ラ
ン
ド
に
長
方
形
の
調

査
区
を
設
定
し
ま
す
。
次
に
調
査
区
の
一
辺
に
平
行
す

る
よ
う
に
、
50
㎝
間
隔
で
真
っ
直
ぐ
に
探
査
機
を
押
し

た
り
引
い
た
り
し
ま
す
。
こ
の
作
業
を
金
田
さ
ん
と
子

ど
も
達
が
一
緒
に
行
い
ま
す
。
探
査
機
の
裏
に
取
り
付

け
ら
れ
た
機
械
が

地
下
の
様
子
を
計

測
し
、
手
元
の
パ

ソ
コ
ン
に
情
報
が

送
ら
れ
、
解
析
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
を
子

ど
も
達
は
体
験
で

き
る
の
で
す
。

地
中
レ
ー
ダ
ー
探
査
の
方
法

※

見
学
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の

　

感
染
拡
大
の
予
防
に
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

あ
き
ひ
ろ

か
ね 

だ



▲須玖坂本Ｂ遺跡の調査地点 ▲銅鏃 (左 )と貨泉 (右 )

▲須玖遺跡群の遺跡の種類
北側に青銅器などの工房（水色）が集中しています。

　

春
日
北
小
学
校
の
ほ
と
ん
ど
は
、
須
玖
坂
本
Ｂ
遺
跡

に
含
ま
れ
ま
す
。
今
回
は
須
玖
坂
本
Ｂ
遺
跡
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　

春
日
市
に
は
、
須
玖
遺
跡
群
と
い
う
大
遺
跡
群
が
あ

り
、
特
に
北
部
に
は
奴
国
王
族
の
墓
地
や
青
銅
器
・
ガ

ラ
ス
玉
の
生
産
遺
跡
な
ど
他
に
類
を
見
な
い
遺
跡
が
集

中
し
て
い
ま
す
。

　

左
の
図
を
見
る
と
橙
色
・
水
色
の
集
落
・
工
房
域
の

近
く
に
、
黄
色
の
墳
墓
が
位
置
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

春
日
北
小
学
校
の
地
下
に
残
る

須
玖
坂
本
Ｂ
遺
跡

ら
も
た
ら
さ
れ
た
貨
泉
と
呼
ば
れ
る
お
金
や
矢
尻
も
見

つ
か
っ
て
お
り
、
権
（
分
銅
）
も
複
数
個
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
南
側
に
は
直
線
的
な
溝
が
調
査
さ
れ

て
お
り
、
王
宮
を
巡
る
溝
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

須
玖
坂
本
Ｂ
遺
跡
は
、
８
ヶ

所
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
場
所
は
遺
跡
の

端
ば
か
り
で
中
心
部
は
発
掘

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
地
中
レ
ー
ダ
ー
探

査
が
、
王
宮
発
見
の
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
と
期
待
を
寄
せ

て
い
ま
す
。

　

奴
国
の
王
族
の
墓
地
は
岡
本
７
丁
目
一
帯
に
あ
る
こ

と
は
分
か
っ
て
い
ま
す
が
、
王
宮
（
居
住
域
）
が
ど
こ

に
あ
る
の
か
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

先
ほ
ど
須
玖
遺
跡
群
で
は
、
集
落
な
ど
の
近
く
に
墓

地
が
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
王
族
の
墓

地
の
近
く
に
、
王
宮
が
あ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
す
。

し
か
も
、
あ
る
程
度
広
い
面
積
を
持
つ
平
坦
地
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
推
察
す
れ
ば
須
玖
坂
本
Ｂ
遺

跡
が
、
王
宮
の
候
補
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
か

ら
は
、
青
銅
器
生
産
関
連
遺
物
だ
け
で
な
く
、
中
国
か


